
偽
q

○

と

じ
て
保
存
し
て
下
さ
い

○
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定例市議会

会
計

一
般

三
億
円
な
突
破

二
千
三
百
万
円
追
加

　
第
二
回
定
例
市
議
会
は
去
る
十
二

三
の
両
日
開
催
、
水
害
復
旧
予
算
を

中
心
と
す
る
六
議
案
を
留
議
い
た
し

ま
し
た
。
水
害
復
旧
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
先
日
の
急
施
議
会
に
お
き
ま

し
て
三
百
万
円
緊
急
に
計
上
い
た
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
国
の
第
一
次
、

第
二
次
の
査
定
が
終
っ
た
分
千
四
百

四
十
余
万
円
を
追
加
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
外
、
国
県
道
関
係
の
道

騒
腐
等
の
復
旧
も
工
事
を
急
い
で
お

り
ま
す
の
で
災
害
復
旧
も
広
年
中
に

は
大
部
分
見
通
し
が
つ
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
反
十
日
町
小
学
校
の
建

築
費
を
中
心
と
す
る
教
育
予
算
の
追

加
は
三
百
余
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

米
の
出
荷
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
包
装
、

1
、
包
装
、
荷
造
の
改
善

重
量
は
五
・
八
キ
。
～
六
・
三
ヂ
が

よ
く
、
ナ
ワ
の
配
列
は
均
整
に
小
口

か
が
り
を
堅
く
し
め
、
サ
ン
俵
の
中

央
部
が
突
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
タ

テ
、
ヨ
コ
ナ
ワ
は
共
に
直
径
一
〇
、
ゲ

仕
上
げ
の
も
の
。

2
、
乾
燥
の
改
善

　
稲
架
の
掛
方
は
余
り
密
に
し
な
い

で
な
る
べ
く
あ
ら
く
し
、
日
数
は
通

常
二
過
間
。
稲
あ
げ
は
午
後
二
時
か

ら
四
時
頃
ま
で
、
な
お
通
風
乾
燥
機

の
利
用
に
よ
り
水
分
過
多
の
軟
質
米

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
．

3
、
出
荷
計
画
と
受
検
準
備

　
部
落
父
は
農
家
組
合
別
に
日
別
出

荷
計
画
を
た
て
，
検
査
■
割
を
作
成

刷　　　一㎝締欄肝
柵儒

纐

す
。
そ
の
他
合
計
し
ま
し
て
今
回
の

追
加
予
算
は
二
千
三
百
万
円
の
増
と

な
り
†
日
町
侑
の
一
般
会
計
は
始
め

て
三
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

家
畜
登
録
を
お
忘

れ
な
く

◇
和
牛
登
録
（
黒
毛
和
種
、
褐
色
和

種
）

①
登
録
和
牛
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方

は
協
会
の
会
員
（
新
潟
県
家
畜
登
録

協
会
）
に
な
っ
て
下
さ
い
。

②
登
録
牛
、
補
助
登
録
牛
が
分
娩
し

た
ら
こ
の
仔
牛
は
な
る
べ
く
皐
く

（
六
ヵ
日
以
内
）
こ
う
し
登
記
検
査

を
う
け
て
こ
う
し
登
記
証
明
書
の
交

　
　
　
　
い
て

乾
燥
の
改
善

す
る
。
検
査
に
は
検
査
、
肇
託
書
と
認

印
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
又
票
せ
ん
の

記
入
事
項
は
も
れ
な
く
記
入
し
、
特

に
今
年
は
ウ
ラ
面
に
番
号
を
記
し
委

託
書
に
も
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

4
、
量
　
目

　
正
味
量
（
六
〇
♂
咳
）
を
訂
る
場

合
は
正
確
な
秤
を
使
用
す
る
こ
ど
。

使
い
方
が
悪
い
と
検
査
の
際
目
切
れ

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し

て
下
さ
い
。
正
味
を
計
る
場
合
に
は

計
量
器
を
便
い
ば
一
番
間
違
■
い
が

な
い
わ
け
で
す
が
、
計
量
器
が
な
い

時
は
俵
の
目
万
を
一
俵
六
女
必
す
計

っ
て
か
ら
詰
め
て
下
さ
い
。

付
を
受
け
て
下
さ
い
。

③
こ
う
し
登
記
牛
が
生
後
十
八
ヵ
月

以
上
に
逮
し
た
ら
漏
れ
な
く
登
記
留

査
を
受
け
て
下
さ
い
。
生
後
三
十
六

ヵ
月
牛
が
最
ち
良
い
状
態
の
時
に
受

け
て
下
さ
い
。

④
登
録
審
査
は
毎
年
春
秋
二
回
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

⑤
母
牛
夏
は
仔
牛
を
売
買
し
た
ら
速

や
か
に
移
動
証
明
の
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。
で
な
い
と
い
つ
ま
で
も
あ

な
た
の
所
有
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑥
褐
毛
和
牛
は
広
登
録
、
予
備
登
録

補
助
登
記
、
こ
う
し
登
．
記
南
区
分
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
登
録
は
本
登
録
、
予
備
登
録
、

補
助
登
記
牛
の
仔
牛
．
℃
こ
う
し
登
記

検
査
を
受
け
た
も
の
、
予
備
登
録
、

補
助
登
記
は
補
助
登
記
は
補
助
登
．
記

基
礎
登
記
牛
の
仔
牛
で
こ
う
し
登
記

検
査
を
う
け
た
も
の
。

中
条
地
区
を
実
施
中

　
　
　
　
　
　
本
年
度
の
国
土
調
査

籔

写真は調査の基盤となる航空写真

復
活
し
、
普
通
恩
給
父
は
普
通
扶
助

料
の
栽
定
を
受
け
た
方
の
う
ち
（
現

在
申
請
中
の
方
は
栽
定
通
矧
を
受
け

て
か
ら
）
こ
の
た
び
の
恩
給
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
軍
隊
に
勤
務
し
た

征
職
年
は
す
べ
て
通
算
し
て
恩
給
が

麦
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
恩
給
の
栽
定
に
な
っ
て
い
る

普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
の
征
職
年

に
算
入
さ
れ
で
．
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る

除
算
さ
れ
て
い
る
短
期
在
職
年
（
再

任
職
年
一
年
以
上
、
七
年
未
満
）
が

☆気は若い（究旨‡器攣攣習〉

　「おとしより、おカ・けください」

　　　rワシは、それほど老いぼれて
　　　　　おらん、あなた
　　　　　おかけ」

魁贈．一、、語

騒

旧
軍
人
恩
給
受
給

権
者
は
年
額
改
定

を
請
求
し
て
下
さ

い昭
和
二
十
八
年
に
旧
軍
人
恩
給
が

　二百二十日も事なく過ぎ早生の刈販りも順調にすぺり出しをみせています。
　前半の低温で心配された作柄もその後の天候の回復で今後台風の被害さえな
　ければ六牢続ききの豊作も間違いなしと見込まれています。

1灘灘鞍鼎諜罪鑑護羅艦藁糠鞭
1平年より多少高目・降水量は多目で所により一時的大雨がありましよう。

蓬甥畠罵髪黎量醤蔑塩羅鯉孚灘累離鰭謬ε鷲郵
1しかし旬末頃台風が接近する傾向があります・旬を通じての平均気温は平年
1鵬，コ慾黒鰭鷺更灘之ゑ黒煮≦こ．．召黒思益王焦薦魚疑捺桑蕊烈、一一．…”．．．＿、…

　
昨
年
国
土
調
査
法
に
基
く
雛
籍
調

査
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
十
日
町
市

で
は
昭
和
三
十
五
年
度
地
域
と
し
て

中
条
地
区
の
う
ち
田
川
以
北
の
農
地

を
主
と
し
て
六
、
平
方
キ
ロ
麿
（
六
百
町

歩
）
に
つ
き
ま
し
て
去
月
五
日
航
空

写
真
撮
影
に
よ
る
一
筆
測
量
の
墓
準

点
の
測
量
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
引
続
き
こ
の
区
域
内
土
地
所
有
者

は
一
筆
境
界
の
杭
木
の
埋
設
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
籍
調
査
は
土
地
台
帳
及
び

更
正
図
に
基
き
一
筆
毎
の
士
地
利
用

状
況
及
び
所
有
者
を
調
査
し
、
測
量

を
実
施
し
て
そ
の
地
籍
を
確
定
し
て

登
記
所
備
付
け
の
公
図
、
公
簿
を
改

訂
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
国
土
調
査
、
地
籍
調
査
は
年
六
事

業
を
拡
大
し
、
十
日
町
市
で
は
第
一

次
計
画
区
域
ζ
レ
て
平
場
地
帯
、
第

一
一
次
計
画
と
レ
て
山
間
地
を
実
距
す

る
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
汝

実
施
区
域
の
指
定
に
よ
り
調
査
が
進

行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
実

施
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
目
標
額
七
一
一
、
O
O
O
円

赤
い
羽
根
．
募
金
も
会
，
年
で
十
四
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
市
で
は
去
る

九
日
共
同
募
金
委
員
会
を
開
い
て
つ

ぎ
の
通
り
自
標
額
を
決
め
ま
し
た
。

ど
う
か
不
幸
の
人
た
ち
の
法
外
援
護

資
金
と
な
る
共
同
募
金
に
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
赤
い
羽
榊
募
金

　
　
　
　
　
四
八
一
、
O
O
O
円

◎
才
末
助
合
募
金

　
　
　
　
　
一
二
〇
、
0
0
0
円

◎
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
募
金

　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

◎
水
難
救
助
．
募
金
一
〇
、
O
O
O
円

O
O
O
円

◎
各
地
区
目
標
額

　
十
円
町
飽
区
二
五
一
、
〇
二
〇
円

中
条
地
区

川
治
飾
区

ム
ハ
箇
地
区

士
口
田
地
区

下
条
地
区

法
八
募
金

一
一
三
、
五
九
〇
円

七
二
、
一
九
〇
円

　
一
四
，
一
六
〇
円

五
六
、
七
一
〇
円

五
四
、
三
三
〇
円

一
四
九
、
O
O
O
円

5
－
I
ー
ム
■
題
6
疑
■
》
O
き
了

あ
れ
ば
こ
れ
を
計
算
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
通
算
任
職
年
に
応
じ
か
、
額
に
本

年
七
月
分
か
ら
改
定
麦
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
該
当
さ

れ
る
た
一
思
わ
れ
る
万
は
、
市
役
所
社

会
福
祉
事
務
所
へ
申
出
で
、
諭
溢
や
か

に
請
求
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

せ
ん
に
よ
り
定
め
る
。
的
中
者
の
な

い
時
は
近
似
の
順
に
よ
り
定
め
る
。

一
等

一
一
等

三
等

四
等

五
等

⑤
発
表

旧
離
一
等
一
人
に
五
千
円

　
月
皿
勢
一

　
m
国
…
　
　
　
　
新
潟
県
予
想
人
口
募
集

昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
午
前
零
　
に
よ
り
五
等
ま
で
．
入
賞
看
を
漢
定
す

時
現
任
で
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
で
新
　
る
。
的
中
者
二
人
以
上
の
と
き
は
抽

潟
県
内
に
常
住
し
て
い
る
人
口
は
い
　
～
二
～
」
》
》
》
、
、
《
’
》
ン
》
～

く
ら
に
な
る
で
し
よ
う
。

①
応
募
力
法
「
官
製
ハ
ガ
キ
」
か
、
使

用
し
一
枚
に
一
予
想
八
口
を
記
入
住

所
氏
名
を
明
記
の
こ
と
。

②
締
切
　
昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
　
解
い
る
が
そ
の
補
修
計
画
は
ど
う
な

（
当
日
消
印
有
効
）
　
　
　
　
　
　
　
、

③
送
り
先
新
潟
局
区
内
新
潟
県
統

計
課
内
国
勢
調
査
実
施
本
部
　
　
　
　
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
（
本
町
希
民
）

④
賞
金
　
本
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
お
答
え
　
本
町
通
り
の
国
道
と
駅

総
理
府
統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
速
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
通
り
の
県
道
は
大
き
い
沢
が
非
常

契
。
に
馨
、
こ
れ
に
的
中
し
た
C
多
く
篠
鼎
も
随
所
に
墨

も
の
を
一
等
と
し
、
以
下
近
似
の
数
　
｛
、
、
｛
f
ξ
’
7
隔
価
ず
～
ρ

人人人八人

五
千
円

三
千
円

一
一
千
円

千
円

五
百
円

本
年
十
二
月
末
日
ま
で
に

毒
難
灘
羅
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
更
に
九
月
県
議
会
に
お
い
て
蕊

蘇
鎚
蟷
の
お
考
え
を
鱗
耀
盤
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
を
得
ま
し
た
の
で
皆
様
方
の
不
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
便
騒
音
等
も
解
決
す
る
日
が
近
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
（
’
一
・
｛
，
》
、
・
～
隻
｛
～
～
・
～
、
～
州

新
聞
紙
上
で
行
う
。

⑥
参
考
昭
和
二
十
五
年
国
勢
調
査

人
口
二
、
四
六
〇
、
九
九
七
人

昭
和
三
十
年
二
、
四
七
三
、
四
九

一
天
。

ロ
ヤ
シ
ヘ
の
り
こ
ノ
ロ
ヨ
デ
ノ
ン
も
ニ
ヤ
ノ
　
り
モ
プ

け
ら
れ
る
の
で
そ
の
補
修
に
つ
い
、

…
…
≡
≡
≡
一
一
…
≡
…
≡
≡
一
一
＝
…
…
≡
…
≡
一
圭
…
≡
一
≡
…
閣
一
ロ
一
…
≡
一
…
＝
－
…
≡
一
…
…
一
一
一
≡
≡
…
≡
＝
一
一
…
≡
＝
一
≡
≡
一
＝
…
≡
…
≡
一
榊
…
≡
≡
…
≡
口
＝
…
…
…
≡
＝
口
≡
≡
＝
＝
≡
…
一
…
一

窃私黄

自衛官募集（陸上、海上、航空）

受付・・…・9月1日から10月10日まで

資格……年令18才～25才未満

試験……10月中旬・｝11月上旬（試験場は十日

　　　　町市内でも設けられる予定）

入隊……36年1月上旬から

待遇……2等陸、海、空士初任給約6，800円他

　　　　に衣食麦給

尚詳細は市民課にお問合せ下さい。

高圧線に意注秋の取入れに入って稲

の運搬に索道を勝手に張りこれが送電線を横

断したNめ接解して全身火傷の災害を受けた

事件がさきごろ仙田高倉にありましたが十日

町市内におきましても特に山間地のところで

はこういう間違いのないよう充分注意して下

さい．

やむえず索道を張るような計画がございまし

たら事前に電気会社の承認を得てから実施さ

れるようお願いいたします。

珠算検定試験日本商工会議所、＋日

町商工会議所主催の珠算能力検定試験が10月

23日十日町高校東校舎で行われます。受験資

格は年令性別に制限なく受験料は1級150円

2級120円、3級100円で当日は午前9時から

開始いたします。なお申込期限は9月29日で

規定の申込書を添えて商工会定議所宛申込む

ことo

どうぞご参加を県主催の第8回商店経

営ゼミナノルは9月22日、3日の二日間大湯

温泉湯本舘で開かれます。講習会の内容は小

売店の前向さ計数経営について計算センター

所長藤島俊氏．繁昌する店の要素について商

業界同人岡田富之助氏、欧米小売店を視察し

て内山パソ店長岡市長内山由蔵氏などで受講

ご希望の方はなるべく早く参加料1，500円宿

泊料資料代一切を含むと申込書を市産業課商

工係に申込み下さい。
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国勢調査は全国の人口を調べ国の政治や行政を行うための基礎資料となるも

ので今年は十年に一度という大規調模査が行オ）れます。

も
そし

よノ

く
申
告
な

今
年
は
大
規
模
調
査

　
第
一
回
の
国
勢
調
査
は
大
正
九
年

に
打
れ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
十
年

ご
と
に
大
規
模
調
査
を
行
い
、
そ
の

中
間
の
五
年
目
に
は
簡
易
な
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
，
今
同
の
昭
和
三

十
五
年
国
勢
調
査
は
第
九
回
目
の
調

査
e
し
か
も
「
世
界
の
人
ロ
セ
ン
サ

ス
」
と
い
う
軍
要
な
調
査
に
当
っ
て

お
り
ま
す
。

　
調
査
の
範
囲

　
国
勢
調
査
で
調
査
す
る
の
は
昭
和

三
十
五
年
十
目
一
日
に
国
内
に
住
ん

で
い
る
八
の
全
部
で
す
o
巳
本
人
は

も
ち
ろ
ん
、
外
国
く
で
も
す
べ
て
調

査
し
ま
す
が
、
た
》
外
国
軍
隊
の
軍

人
や
軍
属
と
そ
の
家
族
、
お
よ
び
外

変
団
（
随
島
や
家
族
を
含
む
）
は
調

査
か
ら
除
き
ま
す
。

◎
皆
β
ん
に
書
い
て
い
た
ダ

く
こ
と

　
調
査
表
に
は
皆
さ
ん
に
書
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
ら
と
調
査
員
が
記
入

す
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
世
帯
主
の
皆
さ
ん
に
書
い
て

い
た
y
く
こ
と
は
①
氏
名
②
世
帯
主

の
続
柄
③
男
女
の
別
④
出
生
の
年
月
　
態
・
就
棊
時
間
本
人
が
就
業
し
て

日
⑤
国
籍
⑥
一
年
前
の
常
住
地
⑦
教

育
⑧
配
遇
の
関
係
⑨
績
婚
年
数
⑩
子

供
の
数
。
等
で
す
o
叉
調
査
員
の
方

は
「
聞
き
と
り
調
査
」
に
よ
っ
て
次

の
事
項
を
世
帯
の
人
に
拘
聞
き
し
ま

す
。

①
昭
和
二
十
年
末
ま
で
に
生
れ
た
人

に
つ
い
て
九
月
二
十
四
目
（
土
）
か

ら
三
十
日
ま
で
た
一
週
間
の
就
拳
状

い
た
事
業
所
の
名
称
と
事
業
（
産

業
）
の
種
類
、
仕
事
の
種
類
、
従
業

上
の
地
位
、
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

②
世
帯
の
種
類
③
住
居
に
関
す
る
事

項
④
家
計
の
収
入
の
種
類
等
で
あ
り

ま
す
。

◎
ご
安
心
調
査
の
秘
密
は
も

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
み
な
さ
ん
の
こ
と
に

つ
い
て
く
わ
し
く
し
ら
べ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
申
告

し
て
い
た
蹄
い
た
調
査
表
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
他
に
も
ら
す
よ
う
な

こ
と
は
な
く
、
ま
た
統
訂
以
外
の
目

的
に
は
絶
対
に
便
用
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
あ
り
の

ま
＼
申
告
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

下
条
に
共
同
畜
舎

無，
聡薪

　
衣
洋
服
が
ふ
だ
ん
着
に
な
っ
た

　
い
ま
、
季
節
の
衣
替
え
な
ど
と
い

　
う
冒
葉
が
あ
ま
り
ぴ
っ
た
り
し
な

　
く
な
っ
た
〇
九
月
の
普
段
看
は
夏

　
着
の
上
に
朝
ダ
は
お
る
も
の
が
一

》　^
枚
あ
れ
ぱ
十
分
o
そ
ん
な
用
意
を

　
家
庭
全
部
に
ま
す
整
え
て
そ
の
上

｝　
で
予
定
の
秋
の
衣
服
準
備
に
か
か

　
り
ま
し
よ
う
。
新
調
は
計
画
的
に

｝　
春
秋
兼
用
の
合
着
を
む
婦
人
な
ら

　
な
に
か
付
属
で
秋
の
色
感
を
も
る

　
こ
と
も
た
の
し
い
工
夫
で
す
o
ふ

　
と
ん
の
年
入
れ
の
仕
残
し
之
も
の

　
は
な
る
べ
く
彼
岸
の
こ
ろ
ま
で
に

　
仕
上
げ
、
夏
ぶ
と
ん
の
仕
立
か
え

　
な
ど
手
ぎ
わ
よ
く
…
…
。

　
食
涼
し
さ
が
続
く
と
気
が
ゆ
る

み
食
物
の
操
作
に
手
ぬ
か
り
が
で

き
る
も
の
。
調
理
に
も
、
貯
蔵
に

も
亙
食
中
毒
の
警
戒
を
し
た
い
季

節
で
す
o
涼
風
と
と
も
に
増
し
て

ゆ
く
食
欲
に
夏
の
つ
か
れ
を
と
り

鑛
鷲
妻

を
配
り
ま
し
よ
う
。

住
九
月
に
は
二
、
三
回
ぐ
ら
い

は
台
風
が
本
土
に
上
陸
す
る
も
の

と
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
蛤
そ
の

場
に
な
っ
て
か
ら
で
は
間
に
合
わ

な
い
か
ら
台
風
対
策
を
家
族
全
部

で
よ
く
立
て
て
お
く
こ
と
o
台
所

の
清
掃
を
ぜ
ひ
し
て
お
き
た
い
月

で
す
。
夏
の
高
温
多
湿
空
戸
だ
な

の
カ
ビ
、
天
井
や
壁
の
く
も
の

す
、
ガ
ラ
ス
の
よ
ご
れ
な
ど
夏
の

間
の
乱
れ
を
一
掃
し
て
、
味
覚
の

秋
の
調
埋
場
に
い
た
し
ま
し
よ

う
。
秋
ま
き
の
花
の
種
な
ど
彼
岸

前
に
終
り
た
い
作
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

養
豚
を
専
問

　
酪
農
地
帯
の
下
条
に
こ
の
ほ
ど
共

同
畜
舎
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
地
区
上
新
田
生
越
伊
三

化

郎
さ
ん
（
コ
じ
ほ
か
四
名
が
共
同
で
建

て
た
も
の
で
延
べ
一
四
〇
平
方
層
二

階
建
て
の
畜
舎
・
こ
の
畜
舎
は
デ
ン

5
多
ノ
孝
ラ
き

み
ん
な
で
う
け
よ
う

ジ
フ

百

日テ

　リ
咳ア

　
　
第
一
期
該
当
者

　
昭
和
三
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
昭

和
三
十
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
も
の
及
び
昨
年
接
種
し
な

か
っ
た
も
の
（
初
回
免
疫
と
し
て
三

回
注
射
）

　
　
第
二
期
該
当
者

　
昨
年
第
一
期
の
万
で
初
回
免
疾
と

し
て
三
回
援
種
し
た
も
の
（
三
十
三

年
六
月
か
ら
三
†
四
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
追
加
免
疫

と
し
て
一
回
注
射
）

　
◎
ジ
フ
テ
リ
ア
ト
キ
ワ
イ
ド
接
種

　
　
第
三
期
該
当
者

予
防
接
種

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
た
も
の

（
追
加
免
疫
と
し
て
一
回
洪
射
）

　
　
第
四
期
該
当
者

　
小
学
校
六
年
生
（
遇
加
免
疫
と
し

て
薗
洪
射
）

◎
接
橦
料
金

第
一
期
六
〇
円
　
　
　
第
二
“
期
二
〇
円

第
三
期
一
〇
円
　
　
第
四
期
　
五
円

接
種
の
際
母
子
手
帳
持
参

な
お
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
等
、
腎

臓
、
肝
臓
に
疾
患
の
あ
る
も
の
、
糖

尿
病
、
脚
気
患
者
等
は
そ
の
旨
申
出

て
下
さ
い
。

マ
ー
ク
式
を
と
り
人
れ
一
階
は
ブ
ロ

ッ
ク
で
六
つ
に
仕
切
っ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
床
の
豚
舎
二
階
は
鶏
舎
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ご
れ
は
耕
地
の
狭
い
山
間
地
の
現

百日咳ジフテリア予防接種日程表
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目及東側大井田
西側全部及新座
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西側全部

創
部
座
、
田

　
倶酔

零
・
び
　
　

井

Jl
よ
側

醜
霧
天
赤　　 倉

大池・菅沼

津　　 池

軽沢、美女木

池谷・入山
加嘉、新水
原　地　区

中条里地
柴倉、小貫

両枯木父三＿』箇、．一村．

下条里地
下条山地
川治里地
八箇地区
六簡全域

金
収
入
を
増
や
そ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
始
め
た
も
の
で
養
豚
経
営
を
専
門

化
し
共
向
の
力
に
よ
っ
て
発
展
を
期

そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
な
お
畜
舎

の
建
築
費
は
約
五
十
万
円
で
各
自
が

そ
れ
ぐ
出
資
し
、
管
理
は
専
門
の

人
に
廻
当
さ
せ
て
お
り
ま
す
o

（
写
真
は
水
道
施
設
を
持
つ

理
想
的
な
テ
ン
マ
ー
ク
式

畜
舎
）

O
鞠
O
瞳
馳
9
0
葛
聖
噛
亀
亀
喧
口
O
鳴
閣
亀
驚
臨
閣
亀
聰
O
l
馴
建
噂
塵
嚢
塵
り
ー
！
ー
馳
醜
－
亀
ー
暫
亀
鶏
葛
亀
ー
口
聖
亀
亀
電
曹
0
1
0
驚
鞠
鞠
－
覇
電
亀
閣
聖
聰
陰
鞠
閣
軸
亀
亀
聖
亀
葛
亀
翔
亀
瞳
巴
ー
醤
ー
ー
閣
ー
鞠
ロ
電
O
ー
睦
驚
電
巴
賦
雪
ー
鞠
亀
魯
聖
電
聰
亀
臼

i
O
唾
亀
髄
電
臨
1
電
亀
亀
鷺
閣
亀
亀
掴
ー
亀
聰
閣
ー
董
亀
－
騙
O
亀
亀
O
幅
亀
電
亀
避
亀
亀
亀
亀
O
亀
亀
葛
聰
軸
亀
ロ
亀
亀
馴
亀
驚
亀
O
電
亀
O
驚
ー
O
聰
聖
－
巴
馳
臨
－
亀
諭
馳
喚
ー
略
巴
亀
旨
騒
ー
鞠
亀
馳
閣
ー
閣
亀
亀
周
ロ
睡
聰
亀
麹
薯
ー
亘
篭
亀
亀
聖
趣
塵
睦
亀
塵
迩

ー
ー
海
－

　
三
年
　
大
久
保
ヒ
ロ
子

海
は
、
ひ
ろ
い
。

波
も
あ
る
。

臼
い
波
も
、

青
い
波
も
あ
る
。

ボ
奮
ト
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

・
ワ

ク
U

ガ￥’。
大
き
な
船
も
あ
る
。

岩
も
あ
る
。

あ
つ
い
時
は
、

す
な
が
、
あ
つ
惰

は
だ
し
で
歩
く
と
、

足
が
も
え
る
よ
う
だ
。

海
の
水
は
、

一～　　σ

～ し
ょ
つ
ぱ
い
。

海
の
家
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

う
き
ぶ
く
ろ
を
か
せ
る
人
も
い
る
。

大
き
な
こ
う
も
り
み
た
い
な
の
を
、

す
な
の
上
に
、

立
た
せ
て
お
く
。

人
が
大
ぜ
い
来
て
い
る
。

頭
だ
け
だ
し
て
泳
い
で
い
る
。

海
は
、
ひ
ろ
い
。

　
太
陽
に
色
あ
せ
た
麦
わ
ら
帽
子
と

共
に
㍉
楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
、
果

た
さ
れ
な
か
っ
た
夢
を
残
し
て
、
夏

休
み
は
終
っ
た
。

　
こ
の
、
長
か
っ
た
よ
う
な
短
か
っ

た
よ
う
な
と
よ
く
云
わ
れ
る
、
一
か

月
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
、
母
親

と
し
て
感
じ
た
こ
と
の
一
部
を
、
ま

た
チ
ど
も
と
の
暮
ら
し
の
約
束
に
つ

い
て
の
一
例
を
、
M
家
と
O
家
の
お

か
あ
さ
ん
に
つ
づ
っ
て
い
た
だ
い

た
。　

心
配
に
な
つ
た
こ
と

　
こ
の
一
か
日
間
、
朝
起
き
て
か
ら

夜
眠
る
ま
で
、
毎
自
毎
日
絶
え
な
か

っ
た
の
は
、
兄
弟
げ
ん
か
で
す
。
小

学
校
四
年
の
兄
の
万
が
神
経
質
な
た

め
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
気
に

な
っ
て
、
け
ん
か
の
原
因
と
な
る
ら

し
い
の
空
す
が
、
こ
ん
な
時
は
、
ど

ち
ら
が
悪
い
と
も
い
え
す
、
外
の
こ

と
に
気
を
向
け
さ
せ
る
の
に
、
本
当

に
苦
心
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
何
も
か
も
休
み
に
な

っ
た
つ
も
り
な
の
か
、
お
手
伝
い
を

き
ら
う
よ
う
で
し
た
。
予
定
表
だ
け

は
、
お
兄
さ
ん
に
負
け
な
い
り
っ
ぱ

な
も
の
を
作
っ
た
三
年
生
の
妹
は
、

い
ざ
実
行
に
移
る
時
、
ま
た
何
か
い

い
つ
か
っ
た
時
な
ど
、
ま
じ
め
に
終

り
ま
で
成
し
と
げ
た
こ
と
が
少
な
か

っ
た
よ
う
．
で
す
o
も
の
ご
と
を
自
発

的
に
行
わ
す
、
こ
れ
は
こ
う
す
る
ん

だ
、
こ
う
し
て
は
だ
め
だ
、
と
自
分

で
知
っ
て
い
な
が
ら
、
い
い
つ
け
な

で
す
が
、
芋
ど
も
た
ち
に
は
い
つ
も

「
が
め
つ
い
お
母
ち
ゃ
ん
」
と
云
わ

れ
、
こ
れ
に
は
本
当
に
困
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
M
）

　
　
家
族
会
議

　
夏
休
み
の
初
め
に
、
家
族
会
議
と

い
う
よ
り
も
子
ど
も
会
議
と
い
つ
た

方
が
い
い
よ
う
な
形
式
で
、
私
の
う

ち
で
は
茶
の
間
に
集
ま
り
ま
し
た
。

高
校
生
の
女
の
子
、
中
学
牛
の
男
の

子
、
小
学
五
年
、
三
隼
の
男
の
子
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
に
私
の
計
六
人
。

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
は
、
仕
事

夏
休
み
の
思
い
出
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
感
じ
、
考
え
た
こ
と

け
れ
ば
し
な
い
の
で
す
。
こ
ん
な
こ

と
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
だ
ん

だ
ん
ひ
ど
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
o
大
人
で
公
衆
道
徳
の
守
れ

な
い
の
は
、
こ
ん
な
気
持
の
結
巣
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
す
れ

に
し
て
も
、
三
隼
仕
ぐ
ら
い
の
う
ち

に
こ
ん
な
悪
い
芽
は
つ
み
と
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
苓

　
四
六
時
中
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

の
一
か
月
は
、
全
く
い
っ
時
の
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
や
か
に

や
と
口
や
か
ま
し
く
な
ら
ぬ
よ
う

に
、
注
意
も
少
な
め
に
し
た
つ
も
め

の
つ
季
つ
で
留
守
。
司
会
者
に
は
、

中
学
一
年
の
子
と
五
伍
の
子
が
ジ
ャ

ン
ケ
ン
し
て
、
五
年
の
子
が
な
り
ま

し
た
。

「
ぼ
く
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
の
仕
事
が
多
過
ぎ
る
と
思
う
か

ら
、
み
ん
な
で
分
担
し
て
仕
事
を
減

ら
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
が
、
賛
成

か
ど
う
か
、
賛
成
で
し
た
ら
手
を
あ

げ
て
下
さ
い
。
」

　
こ
ん
な
五
年
の
子
の
提
案
で
、
話

し
合
い
は
始
ま
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
み
ん
な
が
手
を
あ
げ
、
座
敷
、

茶
の
間
の
掃
除
は
誰
、
玄
関
は
三
年

の
子
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
、
仕
事
の
分
担

二
、
テ
レ
ビ
を
観
る
の
は
八
時
ま
で

一
茶
風
呂
は
五
時
半
ま
で
に
は
い
れ

　
る
よ
う
に
す
る

四
、
勉
強
は
自
分
で
決
め
た
時
間
に

し
て
し
ま
う

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、
私
は

毎
出
続
け
て
く
れ
る
よ
う
に
、
特
に

念
を
お
し
た
の
で
し
た
が
…
…
。

　
夏
休
み
が
終
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
反
省
し
て
み
ま
す
と
、
朝
の
掃
除

が
ラ
ジ
オ
体
操
と
い
っ
し
ょ
に
な
，

た
り
、
友
逮
と
の
遊
び
、
泊
り
お
客

様
の
あ
る
時
、
何
か
と
予
定
ど
お
り

に
い
か
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
な
り
に

お
母
さ
ん
の
仕
事
の
多
い
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
、
お
使
縦
風

呂
場
の
掃
除
、
お
勝
手
の
雑
布
が
け
、

い
ろ
く
と
手
助
け
を
し
て
く
れ
た

ご
と
な
ど
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
時
間
も
、

自
分
達
で
決
め
た
も
の
で
す
か
ら
、

責
任
が
持
イ
、
大
へ
ん
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
o
勉
強
は
決
め
た
時

間
に
な
か
く
や
ら
突
時
友
注
意

し
ま
し
億

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
話
し

合
い
の
会
を
開
い
て
、
み
ん
な
が
責

任
を
分
か
ち
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な

日
常
を
送
る
べ
く
、
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
o
そ
の
時
に
は
、
じ
い
ち

ゃ
ん
も
、
お
父
さ
も
も
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
」
　
　
　
　
（
0
）

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
、
ど
こ
の
親

も
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
o

こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
も
、
な

か
な
か
で
き
な
い
。
子
ど
も
の
問
題

は
母
観
に
ま
か
せ
き
り
で
な
く
、
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
う
仁
、
へ
な
ひ
と

－
、
り

　
　
　
　
裟
　
ζ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

効

瀞
＼J

親
に
も
参
加
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は

ダ
メ
だ
o
い
や
、
家
中
み
ん
な
の
協

力
が
い
る
。
問
願
は
つ
き
な
い
。

　
　
　
1
秋
－

　
　
　
　
三
年
池
田
清
志

夕
方
、

う
ち
じ
ゅ
う
、
え
ん
が
わ
で

え
だ
ま
め
を
食
べ
た
。

そ
の
時
、

つ
め
た
い
風
が
そ
っ
と
ふ
い
て
き
た

も
う
す
ぐ
、
秋
だ
。
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